
　
「
地
域
の
に
ぎ
わ

い
の
創
出
」、「
世

代
間
交
流
」を
目
的

に
、以
前
か
ら
開
催

し
て
い
た
日
曜
朝

市
の
夕
方
版
と
し

て
本
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。地
域
内
外
の
人
が

運
営
に
携
わ
り
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、屋
台
で

の
飲
食
や
抽
選
会
を
楽
し
み
、大
い
に
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　
４
月
に
は「
お
お
さ
き
日
本
語
学
校
」が

開
校
し
て
、多
く
の
留
学
生
が
西
古
川
地

区
に
や
っ
て
き
ま
す
。多
文
化
共
生
に
対

す
る
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、あ
い
さ
つ
や

日
常
的
な
会
話
か
ら
地
域
の
交
流
の
幅
を

広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
急
速
に
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

地
域
の
担
い
手
が
減
少
す
る
一
方

で
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

な
ど
に
よ
り
地
域
課
題
も
複
雑
化

し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
明
る
く
活
発
な
地

域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、地

域
を
一
番
よ
く
知
る
住
民
が
一
丸

と
な
っ
て
、課
題
解
決
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。そ

の
一
助
と
し
て
交
付
金
を
活
用
す

る
こ
と
で
、地
域
自
治
の
さ
ら
な

る
発
展
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
大
崎
市
を
、

私
た
ち
の
力
で
さ
ら
に
明
る
く
し

て
い
き
ま
せ
ん
か
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
対
し

て
慎
重
に
な

り
、敬
老
会
の

主
催
団
体
が

解
散
し
た
こ
と
で
、住
民
同
士
の
交
流
す
る

機
会
が
減
少
し
ま
し
た
。そ
の
解
決
策
と
し

て
、地
区
民
文
化
祭
と
敬
老
会
を
合
体
し
た

本
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、老
若
男
女
問
わ
ず
３
０
０
人
以

上
が
集
い
、長
寿
を
祝
っ
て
趣
味
や
特
技
を

披
露
し
ま
し
た
。日
頃
の
感
謝
を
伝
え
合
う

場
と
な
り
、多
大
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

　
自
分
の
思
い
描
く
地
区
の
姿
の
発
信
が
、

多
く
の
共
感
を
得
ら
れ
、行
動
を
起
こ
す
こ

と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
尾
花

沢
市
宮み

や

沢さ
わ

地
区

と
の
交
流
20
周

年
を
記
念
し
た

事
業
で
、１
年

を
通
し
て「
翁お

き
な

山さ
ん

登
山
」や「
尾
花
沢
市
花
笠
ま
つ
り
」、「
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」に
参
加
し
、ま
た
大

崎
市
の「
宮み

や

沢ざ
わ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
」な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。１
年
を
通
し
た
事
業
な

の
で
、普
段
は
関
わ
り
が
少
な
い
地
域
の
人

と
親
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
、地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
人
口
減
少
が
進
み
、地
域
の
関
わ
り
が
希

薄
化
す
る
社
会
情
勢
の
中
で
、次
世
代
の
若

者
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験
に
な
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

令和6年度ステップアップ事業交付金実施事業の取り組み事例
採択された3団体の代表者に、実施した事業について話を聞きました

■令和7年度の審査委員会開催時期（予定）
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交付金の種別 申請期限 審査委員会の開催

ステップアップ事業交付金
チャレンジ事業交付金

5月下旬 6月中旬

7月下旬 8月下旬

2月中旬
3月上旬～中旬

（次年度当初実施
事業対象）

地域活性化のために市の交付金を活用しませんか地域活性化のために市の交付金を活用しませんか
問 まちづくり推進課地域自治・NPO担当　☎23-5069問 まちづくり推進課地域自治・NPO担当　☎23-5069

　
市
は「
地
域
自
治
組
織
の
自

主・
自
立
の
促
進
」や「
経
営
力
の

あ
る
組
織
へ
の
育
成
」を
目
的
に

「
大
崎
市
地
域
自
治
組
織
活
性

事
業
交
付
金
」を
交
付
し
て
い
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
な
ど
で

は
、こ
の
交
付
金
を
活
用
し
て
、伝

統
文
化
の
継
承
や
環
境
整
備
な
ど

を
通
じ
て
地
域
の
課
題
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
交
付
金
に
は「
基
礎
交
付
金
」と

「
支
援
交
付
金
」が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、支
援
交
付
金
に
は「
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
事
業
交
付
金
」と

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
交
付
金
」の
２

種
類
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
、持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で
き

ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
援
交
付
金
は
、市
民
と
学
識

者
な
ど
で
構
成
す
る「
大
崎
市

地
域
自
治
組
織
活
性
事
業
交
付

金
審
査
委
員
会
」で
審
査
を
行

い
ま
す
。審
査
の
結
果
を
受
け
、

市
が
交
付
の
適
否
を
決
定
し
ま

す
。

■大崎市地域自治組織活性事業交付金の概要（令和６年度）

■
大
崎
市
地
域
自
治
組
織
活
性

　
事
業
交
付
金
に
つ
い
て

支援交付金
　地域自治組織ごとに異なる課題や活動に柔軟に対応するための２種類の交付金です。実施を企画する事業につ
いて審査を経て交付します。
　なお、1事業で「ステップアップ事業交付金」と「チャレンジ事業交付金」に併願して申請することはできません。
対象　❶まちづくり協議会❷まちづくり協議会の部会（松山、三本木、鹿島台）❸地域づくり委員会

基礎交付金
　上限額を3年間一定とした、安定した地域自治組織の運営の下に地域の課題解決に取り組むための交付金です。
対象　まちづくり協議会（地域づくり委員会は、まちづくり協議会に申請する）
交付額　均等割と人口割により上限額を設定

ステップアップ事業交付金
　地域の課題解決のために実施する事業に活
用できる交付金です。
　令和6年度は3件が採択され、これまでに
105件の事業が採択されています。
審査方法　ヒアリング
審査対象　地域課題の解決に取り組む姿勢
　　　　　（過程を評価）
交付額　1事業当たり上限額20万円

チャレンジ事業交付金
　地域の課題解決はもとより、「地域の特性や資源を
活かした事業」に活用できる交付金です。
　令和6年度に採択された事業はありませんでした
が、これまでに47件の事業が採択されています。
審査方法　公開プレゼンテーション
審査対象　事業内容の具体的な方法や事業に対する熱意
交付額　1事業当たり上限額100万円

審査委員会を傍聴しませんか
　地域の課題解決に向けた取り組みなど、地域づくりを身近に感じる
ことができます。
　令和7年度も審査会を実施しますので、ぜひ審査委員会を傍聴して
みてください。
　詳しくは、まちづくり推進課へ問い合わせください。
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